






●日常点検表

分類 点検箇所 点検項目の一例 
点検

方法 
判断基準 

ポンプ 

･ 

電動機 

グランドパッキン 漏水状態 目視 適量のこと 

メカニカルシール 漏水状態 目視 
目視できるほど漏水の 

ないこと 

異音 聴覚 異常のないこと 

異常振動 聴覚 異常のないこと 

制御盤 

計器 電流計指示点検 目視 定格値以内のこと 

各表示灯 点灯確認 目視 異常のないこと 

ELB、MCB、 

切替スイッチ 
操作位置 目視 トリップしていないこと

機器類 

圧力計 指示値の確認 目視 

メートルコックを閉め、

圧力を抜き、針が０を指す

こと

圧力スイッチ 動作 目視 設定値通り動作すること 

フロースイッチ 動作 目視 設定値通り動作すること 

電磁弁 動作 目視 正常に動作すること 

排気弁 動作 目視 正常に動作すること 

吸気弁 動作 目視 正常に動作すること 

安全弁 動作 目視 動作していないこと 

環境 

･ 

その他 

電圧計 電圧変動 目視 規定電圧であること 

温度 

仕様の範囲 

測定 

仕様範囲内のこと 

湿度 測定 

ほこりなど 目視 ないこと(清掃する) 

ポンプ・配管・弁類 水漏れ 目視 異常のないこと 

起動頻度 回数 測定 
異常に頻度が 

高くないこと 

※ 上記は日常点検の目安です。メーカ、機種等により、異なる場合がありますので、詳細

点検事項については、別途各メーカにご相談ください。
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●定期点検表

分類 点検調整箇所 
点検項目 

の一例 

点検 

方法 
判断基準 

定期点検の目安 

3 ｶ月 6 ｶ月 1 年 

ポンプ 

・ 

電動機 

羽根車 

異物の詰まり 分解 詰まりのないこと ○ 

摩耗 分解 異常のないこと ○ 

主軸まわり 回転ムラ 手回し 異常に重くないこと ○ 

軸受 発熱、異音 感覚 異常発熱、異音のないこと ○ 

絶縁抵抗 抵抗値 測定 1MΩ以上のこと ○ 

電源 電源端子台 

電圧 測定 規程電圧であること ○ 

電圧変動 測定 許容変動範囲内のこと ○ 

制御盤 

各接続端子台 

ネジの緩み 増締 緩みのないこと ○ 

発熱の跡 目視 変色していないこと ○ 

ほこりの付着 目視 必要なら清掃する ○ 

電磁開閉器 

接点の摩耗 目視 厚さが新品の 2/3以上 ○ 

接点の 

接触状態 
目視 接触面がなめらか ○ 

ネジの緩み 増締 緩みのないこと ○ 

機器類 

圧力タンク 封入圧力 測定 
規定値通り封入されている

こと 
○ 

圧力スイッチ 接点 目視 異物の付着のないこと ○ 

圧力発信器 

圧力センサ 
設定信号 目視 圧力表示すること ○ 

逆止弁 

減圧弁 

電磁弁 

排気弁 

吸気弁 

フート弁

異物の詰まり 分解 詰まりのないこと ○ 

弁体の摩耗 分解 異常のないこと ○ 

※上記は定期点検の目安です。メーカ、機種等により異なる場合がありますので、詳細点検

事項については、別途各メーカにご相談ください。

※点検の際は必ず電源を遮断して電気がきていないことを確認してください。感電やけが

するおそれがあります。
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部品取替周期・整備診断表一覧 

ご使用されている給水ポンプシステムに応じた表をご利用ください。 

制御方式 種類 部品取替周期表 整備診断表 

圧力タンク制御 

小型圧力タンク※1 表１ 表２ 

大型圧力タンク※2 表３ 表４ 

回転数制御 

小型回転数制御方式（7.5ｋW 以下） 表５ 表６ 

大型回転数制御方式（11ｋW 以上） 表７ 表８ 

※1 ポンプ停止時における給水の保圧を目的とした隔膜式圧力タンクを用いたシステム。

※2 労働安全衛生法で定める第二種圧力容器の構造規格に適合する空気補給式圧力タンク

  を用いたシステムで、圧力タンクの容量は 0.5 ㎥以上とする。 
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●
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①
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②
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

未
実

施
の

場
合

給
水

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
整

備
診

断
表

〈
圧

力
タ

ン
ク

制
御

（
小

型
圧

力
タ

ン
ク

制
御

方
式

）
〉

５
年

未
満

５
～

７
年

８
～

1
0
年

1
1
～

1
2
年

1
2
年

超
２

回
実

施
１

回
実

施
未

実
施

分
類

項
目

整
備

診
断

基
準

1
2

3
4

5
2

3
4

１
０

％
程

度
3

3
×

2
＝

6
6
×

4
＝

2
4

2
4

２
０

％
程

度
5

ひ
ど

い
3

著
し

く
ひ

ど
い

5

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

（
☆

）
１

秒
に

１
～

２
滴

程
度

の
漏

れ
が

あ
る

2
2
×

2
＝

4
4
×

4
＝

1
6

1
6

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

（
☆

）
増

し
締

め
し

て
も

著
し

く
漏

洩
2

絶
縁

抵
抗

１
M

Ω
未

満
5

軸
受

（
☆

）
過

熱
 異

音
の

発
生

4
4
×

2
＝

8
8
×

4
＝

3
2

3
2

電
磁

開
閉

器
（

☆
）

誤
動

作
､接

点
の

荒
損

3
3
×

2
＝

6
6
×

4
＝

2
4

2
4

リ
レ

ー
・

タ
イ

マ
ー

（
☆

）
誤

動
作

､接
点

の
荒

損
1

プ
リ

ン
ト

基
板

（
☆

）
各

運
転

の
動

作
が

不
確

実
5

5
×

2
＝

1
0

1
0
×

4
＝

4
0

4
0

逆
止

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

3

減
圧

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

3
3
×

2
＝

6
6
×

4
＝

2
4

2
4

圧
力

タ
ン

ク
(隔

膜
式

)（
☆

）
ポ

ン
プ

の
停

止
時

間
が

極
端

に
短

い
3

3
×

2
＝

6
6
×

4
＝

2
4

2
4

圧
力

計
､
連

成
計

（
☆

）
圧

力
を

抜
い

て
指

針
が

”０
”を

示
さ

な
い

1
1
×

1
/2

×
2
＝

1
1
×

4
＝

4
4

圧
力

ス
イ

ッ
チ

（
☆

）
圧

力
設

定
値

に
誤

差
が

生
じ

た
り

､動
作

が
不

確
実

2

圧
力

発
信

器
､
圧

力
セ

ン
サ

（
☆

）
圧

力
設

定
値

に
誤

差
が

生
じ

た
り

､動
作

が
不

確
実

3
3
×

1
/2

×
2
＝

3
3
×

4
＝

1
2

1
2

フ
ロ

ー
ス

イ
ッ

チ
（

☆
）

動
作

が
不

確
実

2
2
×

1
/2

×
2
＝

2
2
×

4
＝

8
8

フ
ー

ト
弁

（
☆

）
弁

の
動

作
の

不
具

合
3

2
0
8

（
☆

）
予

防
保

全
（

取
替

）
の

対
象

と
な

る
部

品

１
．

診
断

基
準

の
目

安
２

．
評

価
方

法

処
置

①
修

理
・

診
断

を
必

要
と

す
る

部
位

・
・

・
小

計
点

数
＝

基
本

点
数

×
ユ

ニ
ッ

ト
使

用
年

数
に

よ
る

乗
率

部
分

修
理

又
は

部
品

交
換

　
×

　
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
提

案
②

予
防

保
全

す
べ

き
部

位
※

・
・

・
小

計
点

数
＝

（
基

本
点

数
×

1
/2

）
×

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率

ユ
ニ

ッ
ト

更
新

提
案

※
取

替
周

期
の

目
安

の
年

数
を

超
え

た
部

位
　

×
　

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
回

数
に

よ
る

乗
率

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

小
計

点
数

性
能

低
下

２
５

１
点

以
上

腐
食

・
損

傷

制
御

盤

機
器

類

合
計

点
数

（
小

数
点

以
下

は
切

り
上

げ
る

）

合
計

点
数

１
５

０
点

以
下

１
５

１
～

２
５

０
点

ポ
ン

プ

・

電
動

機

基
本

点
数

乗
率

左
記

の
計

算
結

果

を
記

入
す

る

修
理

診
断

を
必

要
と

す
る

部
位

は

（
基

本
点

数
）

×
（

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率
）

の
値

を
記

入
す

る
。

予
防

保
全

す
べ

き
部

位
は

（
基

本
点

数
×
1
/2

）
×

（
ユ

ニ
ッ

ト
使

用
年

数
に

よ
る

乗
率

）

の
値

を
記

入
す

る
。

（
左

記
の

値
）

×
（

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
回

数
に

よ
る

乗
率

）

の
値

を
記

入
す

る
。

ー4ー



●表１圧力タンク制御

（小型圧力タンク制御方式） 

分類 部品名 取替の判断基準 
取替周期 

の目安 

全体 

ユニット全体 ユニット全体を取替（更新） １０年 

オーバーホール 分解・点検・整備 ４～７年 

ポンプ 

・ 

電動機 

軸受 軸受が過熱したり、異音が発生したら取替 ２～４年 

メカニカルシール １秒間に 1～2滴程度漏れを確認したら取替 １～２年 

グランドパッキン 
増し締めしても著しく水漏れする場合は取

替 
１年 

制御盤 

電磁開閉器 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

リレー・タイマー
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

プリント基板 各運転の動作が不確実な場合は取替 ５年 

機器類 

逆止弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ３～５年 

減圧弁 
圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
３年 

圧力タンク（隔膜式） 
ポンプの停止時間が極端に短くなったら取

替 
３年 

圧力計、連成計 
圧力を抜いて指針が”０”を示さなければ取

替 
３年 

圧力スイッチ 
圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
３年 

圧力発信器 

圧力センサ 

圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
５年 

フロースイッチ 動作が不確実な場合は取替 ３年 

フート弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ２年 
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●表３ 圧力タンク制御 

（大型圧力タンク制御方式） 

分類 部品名 取替の判断基準 
取替周期 

の目安 

全体 

ユニット全体 ユニット全体を取替（更新） １５年 

オーバーホール 分解・点検・整備 ４～７年 

ポンプ 

・ 

電動機 

軸受 軸受が過熱したり、異音が発生したら取替 ２～４年 

メカニカルシール １秒間に 1～2滴程度漏れを確認したら取替 １～２年 

グランドパッキン 
増し締めしても著しく水漏れする場合は取

替 
１年 

制御盤 

電磁開閉器 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

リレー・タイマー 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

プリント基板 各運転の動作が不確実な場合は取替 ５年 

機器類 

逆止弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ３～５年 

圧力計、連成計 
圧力を抜いて指針が”０”を示さなければ取

替 
３年 

圧力スイッチ 
圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
３年 

電磁弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ５年 

排気弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ５年 

吸気弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ５年 

安全弁 漏れが生じたら取替 ５年 

フート弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ２年 
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●
表

４

給
水

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
整

備
診

断
表

（
大

型
圧

力
タ

ン
ク

制
御

方
式

）

５
年

未
満

５
～

７
年

８
～

1
0
年

1
1
～

1
2
年

1
2
年

超
２

回
実

施
１

回
実

施
未

実
施

分
類

項
目

整
備

診
断

基
準

1
2

3
4

5
2

3
4

１
０

％
程

度
3

２
０

％
程

度
5

ひ
ど

い
3

著
し

く
ひ

ど
い

5

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

（
☆

）
１

秒
に

１
～

２
滴

程
度

の
漏

れ
が

あ
る

2

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

（
☆

）
増

し
締

め
し

て
も

著
し

く
漏

洩
2

絶
縁

抵
抗

１
M

Ω
未

満
5

軸
受

（
☆

）
過

熱
 異

音
の

発
生

4

ひ
ど

い
2

著
し

く
ひ

ど
い

4

溶
接

部
よ

り
漏

洩
8

電
磁

開
閉

器
（

☆
）

誤
動

作
､接

点
の

荒
損

3

リ
レ

ー
・

タ
イ

マ
ー

（
☆

）
誤

動
作

､接
点

の
荒

損
1

プ
リ

ン
ト

基
板

（
☆

）
各

運
転

の
動

作
が

不
確

実
5

機
器

類
逆

止
弁

（
☆

）
弁

の
動

作
の

不
具

合
3

圧
力

計
､連

成
計

（
☆

）
圧

力
を

抜
い

て
指

針
が

”０
”を

示
さ

な
い

1

圧
力

ス
イ

ッ
チ

（
☆

）
圧

力
設

定
値

に
誤

差
が

生
じ

た
り

､動
作

が
不

確
実

2

電
磁

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

2

排
気

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

1

吸
気

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

1

安
全

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

2

フ
ー

ト
弁

（
☆

）
弁

の
動

作
の

不
具

合
3

（
☆

）
予

防
保

全
（

取
替

）
の

対
象

と
な

る
部

品

１
．

診
断

基
準

の
目

安
２

．
評

価
方

法

処
置

①
修

理
・

診
断

を
必

要
と

す
る

部
位

・
・

・
小

計
点

数
＝

基
本

点
数

×
ユ

ニ
ッ

ト
使

用
年

数
に

よ
る

乗
率

部
分

修
理

又
は

部
品

交
換

　
×

　
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
提

案
②

予
防

保
全

す
べ

き
部

位
※

・
・

・
小

計
点

数
＝

（
基

本
点

数
×

1
/2

）
×

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率

ユ
ニ

ッ
ト

更
新

提
案

※
取

替
周

期
の

目
安

の
年

数
を

超
え

た
部

位
　

×
　

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
回

数
に

よ
る

乗
率

合
計

点
数

（
小

数
点

以
下

は
切

り
上

げ
る

）

合
計

点
数

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

小
計

点
数

性
能

低
下

腐
食

・
損

傷

圧
力

タ
ン

ク
腐

食
・

損
傷

ポ
ン

プ

・

電
動

機

１
５

０
点

以
下

１
５

１
～

２
５

０
点

２
５

１
点

以
上

制
御

盤

基
本

点
数

乗
率
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●表５ 回転数制御 

（小型回転数制御方式(7.5ｋW 以下)） 

分類 部品名 取替の判断基準 
取替周期 

の目安 

全体 

ユニット全体 ユニット全体を取替（更新） １０年 

オーバーホール 分解・点検・整備 ４～７年 

ポンプ 

・ 

電動機 

軸受 軸受が過熱したり、異音が発生したら取替 ２～４年 

メカニカルシール １秒間に 1～2滴程度漏れを確認したら取替 １～２年 

グランドパッキン 
増し締めしても著しく水漏れする場合は取

替 
１年 

制御盤 

インバータ 動作が不確実な場合は取替 ７〜８年 

電磁開閉器 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

冷却ファン 
異音が発生したり、ファンが回らない場合

は取替 
３年 

リレー・タイマー 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

プリント基板 各運転の動作が不確実な場合は取替 ５年 

機器類 

逆止弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ３～５年 

圧力タンク（隔膜式） 
ポンプの停止時間が極端に短くなったら取

替 
３年 

圧力計、連成計 
圧力を抜いて指針が”０”を示さなければ取

替 
３年 

圧力スイッチ 
圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
３年 

圧力発信器 

圧力センサ 

圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
５年 

フロースイッチ 動作が不確実な場合は取替 ３年 

フート弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ２年 
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●
表

６

給
水

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
整

備
診

断
表

（
小

型
回

転
数

制
御

方
式

）

５
年

未
満

５
～

７
年

８
～

1
0
年

1
1
～

1
2
年

1
2
年

超
２

回
実

施
１

回
実

施
未

実
施

分
類

項
目

整
備

診
断

基
準

1
2

3
4

5
2

3
4

１
０

％
程

度
3

２
０

％
程

度
5

ひ
ど

い
3

著
し

く
ひ

ど
い

5

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

（
☆

）
１

秒
に

１
～

２
滴

程
度

の
漏

れ
が

あ
る

2

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

（
☆

）
増

し
締

め
し

て
も

著
し

く
漏

洩
2

絶
縁

抵
抗

１
M

Ω
未

満
5

軸
受

（
☆

）
過

熱
 異

音
の

発
生

4

イ
ン

バ
ー

タ
（

☆
）

動
作

が
不

確
実

8

電
磁

開
閉

器
（

☆
）

誤
動

作
､接

点
の

荒
損

3

冷
却

フ
ァ

ン
（

☆
）

異
音

の
発

生
､回

転
不

能
2

リ
レ

ー
・

タ
イ

マ
ー

（
☆

）
誤

動
作

､接
点

の
荒

損
1

プ
リ

ン
ト

基
板

（
☆

）
各

運
転

の
動

作
が

不
確

実
5

逆
止

弁
（

☆
）

弁
の

動
作

の
不

具
合

3

圧
力

タ
ン

ク
(隔

膜
式

)（
☆

）
ポ

ン
プ

の
停

止
時

間
が

極
端

に
短

い
3

圧
力

計
､連

成
計

（
☆

）
圧

力
を

抜
い

て
指

針
が

”０
”を

示
さ

な
い

1

圧
力

ス
イ

ッ
チ

（
☆

）
圧

力
設

定
値

に
誤

差
が

生
じ

た
り

､動
作

が
不

確
実

2

圧
力

発
信

器
､
圧

力
セ

ン
サ

（
☆

）
圧

力
設

定
値

に
誤

差
が

生
じ

た
り

､動
作

が
不

確
実

3

フ
ロ

ー
ス

イ
ッ

チ
（

☆
）

動
作

が
不

確
実

2

フ
ー

ト
弁

（
☆

）
弁

の
動

作
の

不
具

合
3

（
☆

）
予

防
保

全
（

取
替

）
の

対
象

と
な

る
部

品

１
．

診
断

基
準

の
目

安
２

．
評

価
方

法

処
置

①
修

理
・

診
断

を
必

要
と

す
る

部
位

・
・

・
小

計
点

数
＝

基
本

点
数

×
ユ

ニ
ッ

ト
使

用
年

数
に

よ
る

乗
率

部
分

修
理

又
は

部
品

交
換

　
×

　
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
提

案
②

予
防

保
全

す
べ

き
部

位
※

・
・

・
小

計
点

数
＝

（
基

本
点

数
×

1
/2

）
×

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率

ユ
ニ

ッ
ト

更
新

提
案

※
取

替
周

期
の

目
安

の
年

数
を

超
え

た
部

位
　

×
　

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
回

数
に

よ
る

乗
率

合
計

点
数

（
小

数
点

以
下

は
切

り
上

げ
る

）

合
計

点
数

ユ
ニ

ッ
ト

使
用

年
数

に
よ

る
乗

率
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

回
数

に
よ

る
乗

率

小
計

点
数

性
能

低
下

腐
食

・
損

傷

機
器

類

制
御

盤

１
５

０
点

以
下

１
５

１
～

２
５

０
点

２
５

１
点

以
上

ポ
ン

プ

・

電
動

機

基
本

点
数

乗
率
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●表７ 回転数制御 

（大型回転数制御方式(11ｋW 以上)） 

分類 部品名 取替の判断基準 
取替周期 

の目安 

全体 

ユニット全体 ユニット全体を取替（更新） １５年 

オーバーホール 分解・点検・整備 ４～７年 

ポンプ 

・ 

電動機 

軸受 軸受が過熱したり、異音が発生したら取替 ２～４年 

メカニカルシール １秒間に 1～2滴程度漏れを確認したら取替 １～２年 

グランドパッキン 
増し締めしても著しく水漏れする場合は取

替 
１年 

制御盤 

インバータ 動作が不確実な場合は取替 ７〜８年 

電磁開閉器 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

冷却ファン 
異音が発生したり、ファンが回らない場合

は取替 
３年 

リレー・タイマー 
誤動作したり接点の荒損がひどい場合は取

替 
３年 

プリント基板 各運転の動作が不確実な場合は取替 ５年 

機器類 

逆止弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ３～５年 

圧力タンク（隔膜式） 
ポンプの停止時間が極端に短くなったら取

替 
３年 

圧力計、連成計 
圧力を抜いて指針が”０”を示さなければ取

替 
３年 

圧力スイッチ 
圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
３年 

圧力発信器 

圧力センサ 

圧力設定値に誤差が生じた場合は再調整を 

行い、不確実な場合は取替 
５年 

フロースイッチ 動作が不確実な場合は取替 ３年 

フート弁 弁の動作に不具合が生じたら取替 ２年 
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●
表
８

給
水
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
整
備
診
断
表

（
大
型
回
転
数
制
御
方
式
）

５
年
未
満

５
～
７
年

８
～
1
0
年

1
1
～
1
2
年

1
2
年
超

２
回
実
施

１
回
実
施

未
実
施

分
類

項
目

整
備
診
断
基
準

1
2

3
4

5
2

3
4

１
０
％
程
度

3

２
０
％
程
度

5

ひ
ど
い

3

著
し
く
ひ
ど
い

5

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
（
☆
）

１
秒
に
１
～
２
滴
程
度
の
漏
れ
が
あ
る

2

グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
（
☆
）

増
し
締
め
し
て
も
著
し
く
漏
洩

2

絶
縁
抵
抗

１
M
Ω
未
満

5

軸
受
（
☆
）

過
熱
､異

音
の
発
生

4

イ
ン
バ
ー
タ
（
☆
）

動
作
が
不
確
実

8

電
磁
開
閉
器
（
☆
）

誤
動
作
､接

点
の
荒
損
､（

う
な
り
）

3

冷
却
フ
ァ
ン
（
☆
）

異
音
の
発
生
､回

転
不
能

2

リ
レ
ー
・
タ
イ
マ
ー
（
☆
）

誤
動
作
､接

点
の
荒
損

1

プ
リ
ン
ト
基
板
（
☆
）

各
運
転
の
動
作
が
不
確
実

5

逆
止
弁
（
☆
）

弁
の
動
作
の
不
具
合

3

圧
力
タ
ン
ク
(隔
膜
式
)（
☆
）
ポ
ン
プ
の
停
止
時
間
が
極
端
に
短
い

3

圧
力
計
､連

成
計
（
☆
）

圧
力
を
抜
い
て
指
針
が
”０
”を
示
さ
な
い

1

圧
力
ス
イ
ッ
チ
（
☆
）

圧
力
設
定
値
に
誤
差
が
生
じ
た
り
､動

作
が
不
確
実

2

圧
力
発
信
器
､
圧
力
セ
ン
サ
（
☆
）

圧
力
設
定
値
に
誤
差
が
生
じ
た
り
､動

作
が
不
確
実

3

フ
ロ
ー
ス
イ
ッ
チ
（
☆
）

動
作
が
不
確
実

2

フ
ー
ト
弁
（
☆
）

弁
の
動
作
の
不
具
合
、
（
落
水
）

3

（
☆
）
予
防
保
全
（
取
替
）
の
対
象
と
な
る
部
品

１
．
診
断
基
準
の
目
安

２
．
評
価
方
法

処
置

①
修
理
・
診
断
を
必
要
と
す
る
部
位

・
・
・

小
計
点
数
＝
基
本
点
数
×
ユ
ニ
ッ
ト
使
用
年
数
に
よ
る
乗
率

部
分
修
理
又
は
部
品
交
換

　
×
　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
回
数
に
よ
る
乗
率

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
提
案

②
予
防
保
全
す
べ
き
部
位
※

・
・
・

小
計
点
数
＝
（
基
本
点
数
×
1
/2
）
×
ユ
ニ
ッ
ト
使
用
年
数
に
よ
る
乗
率

ユ
ニ
ッ
ト
更
新
提
案

※
取
替
周
期
の
目
安
の
年
数
を
超
え
た
部
位

　
×
　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
回
数
に
よ
る
乗
率

合
計
点
数
（
小
数
点
以
下
は
切
り
上
げ
る
）

合
計
点
数

ユ
ニ
ッ
ト
使
用
年
数
に
よ
る
乗
率

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
回
数
に
よ
る
乗
率

小
計
点
数

性
能
低
下

腐
食
・
損
傷

制
御
盤

機
器
類

１
５
０
点
以
下

１
５
１
～
２
５
０
点

２
５
１
点
以
上

ポ
ン
プ

・

電
動
機

基
本
点
数

乗
率
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